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悪条件方程式 Ax = b に対して
J(x) = jjAx  bjj22 + jjxjj22 ( > 0)
を考える．ここで
x = argmin J(x)
により悪条件方程式の安定な解を得る方法をチコノフ正則化法
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法 [4]，GCV 法 [5] と比較すると精度の高い正則化解と正則化
パラメータが得られた．今後は，非線形計画法の手法により
F () = 0を高精度で求める方法を開発することが課題である．
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